
平成２４年６月８日           

横 浜 信 用 金 庫           

 

平成２３年度決算概況について 

 

横浜信用金庫（横浜市中区尾上町 2－16－1 理事長 斎藤 寿臣）の平成２３年度決算が確

定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本決算のポイント 

（１）６１期連続の黒字決算 

（２）当期純利益前年度比１６．８０％の増益 

 

２．業容について 

預金（譲渡性預金を含む）の期中平均残高は、前年度比３．４７％増加し１兆４，９２４

億円、期末残高は同４．４２％増加し１兆５，２７１億円となりました。 

 

３．損益について 

経常収益は、前年度比３億３２百万円減少し２９７億５３百万円となりました。貸出金の

利回り低下により貸出金利息が減少したことが主な要因です。 

    経常費用は、前年度比６１百万円減少し２５６億１４百万円となりました。預金利回りの

低下による預金利息の減少と経費の減少が主な要因です。 この結果、経常利益は前年度比

２億７０百万円減少し４１億３９百万円となりました。 

また、本業の収益力を表す業務純益（一般貸倒引当金繰入後）は、前年度比１億３７百万

円増加し、６９億２３百万円となりました。 

当期純利益は、前年度比３億５３百万円増加し２４億５８百万円となりました。 

    これにより、昭和２６年に信用金庫に組織変更して以来、６１期連続の黒字決算となりま

した。 
  

 

４．諸比率について 

預金貸出金利鞘は、前年度比０．０１ポイント増加し０．８０％となりました。貸出金利

回りは前年度比０．０８ポイント低下し２．２２％、預金利回りが同０．０３ポイント低下

し０．１０％となりました。経費を含めた預金原価率は、預金利回りが低下したこと及び経

費率が低下したことにより、前年度比０．０９ポイント低下し１．４１％となりました。 

   総資金利鞘は、前年度比ほぼ横ばいの０．２１％となりました。資金運用利回りは前年度

比０．１０ポイント低下し１．６３％となりましたが、資金調達原価率も１．４２％と同０．

０９ポイント低下しました。 

   自己資本比率は、前年度比０．２９ポイント上昇し１１．９９％となりました。国内基準

（４％）はもとより国際基準（８％）も上回る高い水準を維持しています。 

 



５．不良債権について 

金融再生法に基づく不良債権比率は、前年度比０．１４ポイント低下し６．６４％となり

ました。 

なお、不良債権に対する担保・保証・貸倒引当金等による保全率は９４％と高い水準を維

持しています。 

 

６．平成２４年度計画について 

平成２４年度の利益計画は次のとおりです。 

（１）業務純益    ５６億４９百万円（前年度比 △１２億７４百万円） 

（２）経常利益    ３１億６０百万円（ 〃    △９億７９百万円） 

（３）当期純利益   ２０億７９百万円（ 〃    △３億７９百万円） 

 
以 上 

 
 


